
企業・個人・店舗など 

成田市社会福祉協議会 
  (成田市保健福祉館内) 

 

暮らしサポート成田 
（成田市商工会館 1階） 

生活にお困りの家庭 

子ども食堂 支援団体・機関など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成田市社会福祉協議会は、食料・物品などの支援のコーディネートと相談対応により、

年間を通して「地域で支え合う関係づくり」に取り組んでいます。 

寄付受付成田市保健福祉館内 平日９時～１７時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

なりたフードバンク活動 

食料品などの寄付 随時募集中
～災害に備えた食品の入れ替え、ストック品で 
不要になった未使用の生活用品・学用品など～ 

         

食品寄付 窓口へ持参または郵送にて受付 

以下①～③のすべてにあてはまる食品 

① 常温保存ができ日持ちするもの 

② 賞味期限が明記され、１か月程度以上あるもの 

③ 未開封のもの ※破損等で中身が出ていないもの 

【例】□米（玄米可）※前年産まで、乾麺、カンパン  

□レトルト食品・インスタント食品（カップ麵等）・ 

缶詰・パスタソース・災害備蓄食品 等 

□調味料・菓子・飲料(アルコール以外)等 

★少量のご寄付も大歓迎です♪  

大口の場合は搬入日時を事前にご相談ください。 

★上記以外（野菜・果物など）はお問合せ下さい。 

～お気軽にお問い合わせ下さい～ 

 

物品寄付 在庫品(新品)の処分、ご家庭の余剰品など 

□未使用（未開封）の生活用品 【例】タオル・洗剤・ラップ・ 

マスク・ティッシュ・トイレットペーパー・オムツ・生理用品  

□未使用の学用品 【例】ノート・えんぴつ・消しゴム・巾着袋 

 

～在庫品・余剰品や、災害備蓄品の入替 

   時期、社会貢献活動の一環として～ 

支援者 

受取・   
取次ぎ 

支援先 

～随時寄付品を受付、支援先へ取次ぎます～ 

寄付 

無償で提供 

この活動は「赤い羽根共同募金」

の配分金事業です 

 

 

★ 寄付品受付場所・お問合せ窓口★  平日９時～17時 

社会福祉法人成田市社会福祉協議会  Tel 0476-27-7755 

〒286-0017成田市赤坂 1-3-1 成田市保健福祉館内  E メール office@naritashakyo.or.jp 

随時更新中♪ ⇒ 

https://www.facebook.com/naritashishakyo/ 

 

 

ご寄付いただいた食品などは、本会窓口や、 

暮らしに関する総合相談窓口「暮らしサポート成 

田」への生活相談者、市内子ども食堂などの支 

援団体、子育て支援課の支援家庭など、支援を 

必要とする方々に届くよう常時対応しています。 
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●市内学校の制服・ジャージ等 学校指定品 

●子ども服（新生児用～170㎝まで） 

※破れ等のない洗濯済みのもの 

※子ども服以外の古着は受け付けていません。 

●未使用の文房具、ハンドタオル、巾着袋等 

●ランドセル ※状態の良いもの 

▶フードバンクとは？ 

企業や家庭の余剰品など、食べる事ができるのに廃棄されてしまう食品を 

ご寄付いただき、食べ物を必要としている人達へ無償で届ける活動です。 

フードバンクの取組はＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)につながり、フードロス 

対策や貧困対策に役立てられる循環型の取組です。 

 

 

▶「フードパントリーなりた」 ～年２～３回不定期開催～ 
令和３年度から、生活にお困りで支援を希望する方や、ひとり親・子育て世帯の市民を対象とした

「フードパントリーなりた」（事前申込制）を開催し、企業や地域の皆様からご寄付いただいたお米な

どの食品や生活用品などを対象者へ配布しています。今年の春も前回令和 7年 12月開催時以上の来場

者を迎え、子育て世帯中心に全世帯に配布する事ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食料品などのご寄付や事前準備、当日運営まで、住民・企業・NPO・学校・地域団体など、多くの方々

のご協力で実施しています。 

 

                  寄付品、参加者、ボランティア募集 

詳しくは 7月初旬より成田市社会福祉協議会 HPに掲載 

 

食品寄付・物品寄付について常時募集中です。チラシ表面をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

【第 12回】令和 7年 12月 21日実施 

～90世帯 272人分配布～ 

 

 

【第 13回】令和 8年 3月 28日実施 

～95世帯 282人分配布～ 

 

 

引き続き子育て応援中心ですが、生

活支援を希望されるすべての世帯

ホームページURL  http://www.naritashakyo.or.jp 

 

 
寄付品の仕分けやお米の袋詰めなどの

準備作業やフードパントリーの運営は、

ボランティアの皆様にサポートしていた

だいています。ご協力いただきました皆

様に感謝申し上げるとともに、継続した

生活支援のため今後ともご協力賜りま

すようお願いいたします。 

子供服の寄付を募集中 



◎お申込・お問い合わせは・・・ 

成田市社会福祉協議会 ボランティアセンター 

TEL 0476-27-8010  9：00～16：30 （平日） 

    

だれかに話を聞いてもらったとき、“何かすっきりしない”とか“話さなければよかった”
と思ったことはありませんか。 

そう感じたのは「聞いて」もらったけど「聴いて」はもらえなかったのかもしれません。 
「傾聴」という聴き方をもっと知って体験して…ボランティアに生かしてみませんか。 

内 容： 傾聴ボランティアについて （講義） 

会 場： 成田市保健福祉館 会議室 １・２ 

講 師： アクティヴリッスン 代表 澤村 直樹 氏 

定 員： ３０名 （先着順で成田市民優先）  

        ＊２日間参加できる方  定員になり次第〆切 

申 込： 7 月 1 日（水）～7 月 2１日(火) 

ボランティア

養成講座

７月27

７月28



 

 

 

 

 日時  ① ７月２８日 (火) １３：３０～１５：３０ 

      ② ８月中の指定された日程の中から一日 
（日程は QR コード参照） 

      ③ ８月２５日 (火) １３：３０～１５：３０ 
※開始時刻の１０分前にはご集合ください（時間厳守）   

  

場所  成田市保健福祉館内 会議室１・２ 他 

 

夏休みボランティア体験！ 

講  師： さわやかちば県民プラザ  事業振興課 

内  容： ①身近にあるボランティア活動を知るための講義 

     ②ボランティア体験  ③活動の振り返り 

体験先： ボランティアセンター登録のボランティアグループ等 

 （詳細は QRコード参照） 

対  象： 小学校５年生から高校生で、①～③すべてに参加できる方 

定 員： ２０名 （成田市民優先で先着順） 

参加費： 無料 

申  込： ７月１日(水)～７月２１日(火) 

定員になり次第〆切 

QRコードに掲載されている体験 

から 1つ選んでください。 

持ち物： 水筒、筆記用具、動きやすい服装 

夏休みにボランティア体験

ができる貴重な機会です 

     次世代ボランティアスクール 
 令和８年度 

ボランティア体験先はこちら 

 

成田市社会福祉協議会 ボランティアセンター 

 TEL０４７６-２７-８０１０ 受付時間 ９時～１6 時半（平日） 

 



講師

日時 令和８年７月２５日(土)
１４時～１６時(開場１３時３０分)

主催 “社会を明るくする運動”成田市推進委員会
お問合せ 成田市役所社会福祉課 0476-20-1536

第７６回“社会を明るくする運動”
成田市大会

入
場
無
料

会場 成田市役所 6階 大会議室
成田市花崎町７６０

申
込
不
要

失敗は成長のもと
～事故が教えてくれたこと～

（講師略歴）
１９７１年北海道出身
元Jリーガー
交通事故で車いす生活となり、車い
すバスケットと出会う
シドニー大会から４連続でパラリン
ピック出場
２０２０年ヘッドコーチに就任し、
東京パラリンピックで銀メダル獲得

～犯罪や非行を防止し、
立ち直りを支える地域のチカラ～

・元Ｊリーガー
・元車いすバスケットボール選手
・現車いすバスケットボール

男子日本代表ヘッドコーチ
・株式会社INSPLICT 代表取締役社長

京谷 和幸 氏
きょうや かずゆき



  

   

 

自然案内人としても長年活動を続けている

沖野さんは、環境を大切に守りながら・・・自然

と共存し自然を感じる方法を常々考えていて、

ある時思いついたのが、木を痛めないように工

夫したこのブランコです。ロープをそのまま木

に結ぶのではなく、パイプを使い中に紐を通す

ことで、負荷が直接木にいかず、ブランコが揺

れることによる木の枝の擦れを防ぐ方法を考え

ました。ロープの結び方も工夫して安全第一！ 

そして自然にも優しい世界にひとつだけの

“おきやんブランコ”が誕生しました！ 

 【編集・発行】  
成田市社会福祉協議会 
ボランティアセンター 

〒286-0017 成田市赤坂 1-3-1 
TEL 0476-27-8010 
FAX 0476-27-1265 

HP http://www.naritashakyo.or.jp/ 
Email volunteer@naritashakyo.or.jp 

2026年 6月発行 

 

 

3 月に誕生したこのグループは、子ども達

が遊びの中で楽しみながら自然体験ができ

るよう応援する活動をしています。 

＊おきやんブランコ、紙ヒコーキ作り、モグラ

体験、ベーゴマ体験など行っています。予約・

申込は必要ありません。無料でだれでも参加

できます。どうぞ足を運んでみてください！ 

毎月第 1 土曜日 

11：00～15：30 
成田ニュータウン内 

赤坂公園 

新しい子育て支援グループが誕生しました！ 

★悪天候時は中止です 

＊“おきやんブランコ”とは？ 

 

“おきやんブランコ” 
を発案した 

代表の 沖野 勇 さん 



 

 

 

      

 

 

個人でボランティア活動をされている皆さん 

【お問い合せ】  成田市社会福祉協議会 ボランティアセンター 

TEL  0476-27-8010  受付時間 （平日９：００～16：3０） 

 

 

 

 ボランティア活動は地域貢献だけではなく、活動する自分自身も豊かにしてくれます。 

ボランティアセンターでは活動していただけるボランティアさんを大募集！ 
まずは気軽にご相談ください‼ 

おもちゃの消毒ボランティア 

保健福祉館内のちびっこ広場で、毎月第二金曜日午後 1 時 30 分～2 時 30 分まで活動しています。 

いつからでも参加できます。興味のある方はボランティアセンターにご連絡ください。 

ボランティアセンターは保健福祉館の中にあります。ボ

ランティア活動に関する相談や情報提供、活動先の紹介を

行っています。また、ボランティアグループ等の活動支援

や講座等の学習の機会を設けるなどしています。ボランテ

ィアセンターの窓口には、ボランティアの最新の情報や案

内チラシなども置いてありますので、幅広い情報を得るこ

とができます。また、万が一への備えとして安心して活動

できるよう保険の加入の手続きも行っています。これから

ボランティアをはじめる皆さんを応援する窓口なので、わ

からないことや困ったことがあれば、ボランティアセンタ

ーにどんどん相談してください。 

 

 

ちびっこ広場の 

おもちゃの寄付も 

受付けています 

（新品・未使用） 



成田市いずみ聖地公園 合葬式墓地使用者募集 
 

【事前申込受付期間】 令和８年７月１日（水）～７月２４日（金） 

１．合葬式墓地について 

・合葬式墓地は承継を必要としない墓地として、１体又は２体の焼骨を個別に埋蔵する納骨室及び多数

の焼骨を合わせて埋蔵する合葬室により構成される施設です。 

・施設内には納骨時以外は入室することはできず、お参りは施設正面の参拝スペースで行っていただ

きます。 
     

納骨室（1 階）          合葬室（地下１階）           参拝スペース 

２．埋蔵方法 

（１）通常合葬 

・使用許可日から２０年間※は骨壺を納骨室に埋蔵し、２０年経過後は納骨袋に移し替えて合葬室に 

埋蔵します。※納骨から２０年間ではありませんのでご注意ください。 

・納骨室に埋蔵されている間は焼骨の返還が可能ですが、合葬室に移し替えた後は返還できません。 

・納骨室使用期間の延長はできません。 

・納骨室の使用場所及び番号は、市が指定するため使用者は選べません。 

 

（２）直接合葬 

・納骨室を使用せず、本市が指定する納骨袋に入れた状態で合葬室に直接埋蔵する方法です。 

・複数の焼骨を合わせて埋蔵するため、焼骨を返還することができません。 

令和８年度 



３．申請区分・使用料 

募集は毎年行う予定です。令和８年の募集数は以下のとおりです。 

申請区分 募集数 使用料 

区分Ａ 

通常合葬 

焼骨所持１体分 １０枠 １０体 １１２，０００円 

区分Ｂ 

焼骨所持２体分 
又は 

生前予約１体分＋
焼骨所持１体分 

３５枠 ７０体 ２２４，０００円 

区分Ｃ 生前予約１体分 １０枠 １０体 １１２，０００円 

区分Ｄ 生前予約２体分 ３５枠 ７０体 ２２４，０００円 

区分Ｅ 

直接合葬 

生前予約１体分 １０枠 １０体 ５０，０００円 

区分Ｆ 生前予約２体分 ３５枠 ７０体 １００，０００円 

区分Ｇ 焼骨所持 

制限なし 

事前申込不要で本申請

を受け付けます 

１体につき 

５０，０００円 

＜焼骨所持＞亡くなられた方の焼骨をお持ちの場合。別の墓地に納骨されている焼骨を改葬する

場合を含みます。 

＜生前予約＞申込者本人及び親族の墓地として生前に申し込むこと。 

 

４．申請資格 

・成田市民となって１年以上経過していること（市外居住者の特例措置あり）。 

・埋蔵する焼骨について、祭祀を主宰する者であること。 

・市営霊園の一般墓地（普通墓地・芝生墓地）の使用許可を受けていないこと 

（※現在使用している一般墓地を返還し、合葬式墓地に改葬する場合は可）。 

・埋蔵できる焼骨との関係は、配偶者（内縁を含む）、３親等以内の血族、２親等以内の姻族に限る。

ただし、墓じまい、改葬による場合は制限なし。 

・通常合葬で使用する場合は、埋蔵する焼骨が２体までであること。 

・生前予約の使用者は６５歳以上であること。 

 

５．申請方法 

応募者多数の場合は抽選を行うため、事前申込をお願いします。当選された後に本申請となります。 

※区分Ｇは事前申込不要で本申請を受け付けます。 

【事前申込方法】 

窓口へ持参、郵送、オンラインのいずれかで受け付けます。 

詳しくは合葬式墓地募集案内パンフレットまたは市ウェブサイトをご覧ください。 

＜パンフレット＞成田市役所環境衛生課、いずみ聖地公園管理事務所、下総支所、大栄支所、 

各公民館、図書館、コミュニティセンター、保健福祉館にあります。 

＜市ウェブサイト＞https://www.city.narita.chiba.jp から  

＜お問い合わせ＞ 

成田市環境部環境衛生課 〒２８６-８５８５ 成田市花崎町７６０番地 

ＴＥＬ：０４７６-２０-１５３１ ＦＡＸ：０４７６-２２-４４３６ 

E-mail：eisei@city.narita.chiba.jp 

市営霊園 



下記のURL・二次元コードから申請フォームにアクセスし、お申し込みください。
活動日などの詳細はコーディネーターよりご連絡します。
URL…https://logoform.jp/f/DQ2gn     二次元コード…

スタッフを募集しています

放課後の学校で、遊びやスポーツ、体験活動などを行っている市の事業です。
保護者の方や地域の方がスタッフとなり、学校と連携して運営を行っています。
子どもたちの楽しい放課後を一緒につくりませんか？

令和8年度 成田市放課後子ども教室

【問い合わせ先】 成田市教育委員会 生涯学習課
TEL：0476―20－1583 E-mail：shogaku@city.narita.chiba.jp

放課後子ども教室とは…？

〇グラウンドや体育館、遊具を活用した自由遊び
〇スポーツ（ドッジボール・ユニカール）
〇体験活動（理科実験教室・シャボン玉・スライム作り）

具体的な活動例

放課後 １４時～１７時（２～３時間程度）
※回数は未定です。
※毎回参加できなくても構いません。参加できる範囲で
ご協力をお願いします。

※１時間単位で謝金を支払います（ボランティアも可能）

活動日時

○子どもたちの受付
○遊具の準備や後片付け
○子どもたちの見守り

スタッフの主な役割



地域活動支援センターⅠ型事業
（成田市からの委託事業です）

地域生活支援センター
サザンカの里においでよ！

（どんなところなの？）

成田市在住の、障がいをお持ちの方が

利用できる事業所です。

・日中の居場所が欲しいな…。

・どこかに行きたいけど時間の制限は苦手…。

・気軽に出入りできるところないかな？

・誰かとお話できるといいな。

そう思っている方、一度遊びに来てみませんか？

お問い合わせ先：

医療法人社団 透光会

地域生活支援センター サザンカの里
〒287-0216 千葉県成田市南敷461-5

：0476-73-4695（月～金 9：00～17：00）

※お電話の際は「支援センター」とお伝えください。

自由に出入りOK！
お話したり、
自由にすごせます。

・リサイクルや美化活動、
創作活動は気軽に参加OK！
外出プログラム（散歩など）
季節のイベントも多数♪
講演会・交流会もやってます。

障がいに関しての事
日常の悩みや困りごと
ありませんか？
お話お聞きします。

でも・・・

（どんなことしてるの？）

相 談フリースペース
プログラム・
地域交流の場

・印旛・香取ピア交流会
「ピア」は「仲間」という意味です。
地域で暮らす「心の病」を持つ方々の
交流会を開催しています。
ご興味のある方は、お気軽にお問い
合わせください。



医療法人社団透光会　ひだまり

　医療法人社団透光会は精神科を中心とした

大栄病院から始まりました。ひだまりは、

主に精神障がいをお持ちの方を対象とした

障害福祉サービス事業所です。

　一人ひとりの今の状態や希望に応じて、

様々な通い方・働き方を行えるよう

障がいをお持ちの方の生活を支える支援の中でも

その人に合った「働く」を支援する就労継続支援

B型事業と「生活する」を支援する自立訓練の

２事業を行っています。

　これからの暮らしについて考え、一歩を踏み

出そうとすることが最も大切なことであり、

そのご希望が叶うよう一緒に考えていきます。

事業内容

自立訓練（生活訓練） 就労継続支援B型

一人ひとりの目標や状態に合わせて 2年間の自立訓練終了後、ひだまりで引き続き

特に体調管理、生活リズム、対人関係などの これまでの取り組みを継続していく方、一般就労

生活上必要な力をつける土台づくりを行います。 など就労を目指していく方は就労継続支援B型へ

通所日数や時間、作業内容について 移行します。利用期限に制限はないため、

相談を繰り返しながら取り組んでいきます。 その方のペースに合わせて取り組みます。

作業内容

ご自分に合った作業場を選んでいただき、作業を通しその方の「こうなりたい！」をサポートします。

週１回からの働き方・通い方が可能なので、ご自身ができることを少しずつ積み上げ、自身の回復を

目指していきます。

お問い合わせ
ご利用に関するご質問、ご見学、体験は随時受け付けております。

TEL：0476-73-4695 FAX：0476-73-3765

〇パン工房

パンや焼き菓子の製造、

工房内の清掃を行います

〇喫茶

商品の接客・販売・納品

店舗内の清掃を行います

〇ワーク

施設内の清掃、野菜の栽培に

関わる作業を行います



令和8年度公開講座
参加無料
定員50名

国際医療福祉大学

国際医療福祉大学では「社会に開かれた大学」を基本理念のひとつに掲げており、

成田キャンパスでも開設以来、地域の皆様向けに「公開講座」を開催しております。

「健康を支える」をテーマに、今年度も本学教員が皆様の生活に役立つ情報を発信してまいります。

申込み

理学療法学科 石井 秀明 准教授

めざせ健康寿命アップ！

からだと脳の元気度チェック

千葉県成田市公津の杜４-３

京成本線「公津の杜」駅前

駐車場のご用意はございませんので、

ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。

7/13 月 14 : 30～17 : 00

会場：成田キャンパス 成田看護学部・成田保健医療学部棟

学生と教員で、地域で生活されている高齢の方に向けて、

からだや脳の機能などの測定を行います。

※参加条件：65歳以上の方

※視力検査があるので、眼鏡を持参して下さい

※動きやすく着脱しやすい服装、裸足になれる恰好でご来校ください

※本測定は認知症を診断する検査ではありません

①受講希望日

②受講希望者氏名

③連絡先電話番号

④ご年齢

下記の事項について電話または

FAXにてお知らせください。

※65歳以上対象

後援 成田市

---お問い合わせ先---

■国際医療福祉大学成田キャンパス総務課

TEL：0476-20-7701

FAX：0476-20-7702



食事が胸につかえるのに「異常なし」と言われた方へ― 胃カ
メラでは見えない食道の病気があります

７/１１

食事をすると胸につかえるのに、胃カメラでは異常なしと言われたことはありませんか？
食道の“動き”の異常で起こる食道運動障害は、見つかりにくい病気です。つかえ感や胸痛
の原因となり、重症化すると誤嚥性肺炎のリスクもあります。本講演では、最新の検査と
内視鏡治療について市民のみなさまにわかりやすく解説します。

【日 時】 7月11日 （土） 14：00～15：00

【講 師】 消化器内科(消化管)部長 伊原 栄吉 医師

消化器内科 畑 佳孝 医師

【定 員】 100人（先着順）／ 参加費無料

【お申し込み方法】QRコードから または 0476-35-5600 まで

お申し込みは
コチラから

（開場13：30）

〒286-8520千葉県成田市畑ケ田852所在地 0476-35-5600 (代表)お問合せ先

病院ホームページ

２０２６年

【会 場】 国際医療福祉大学成田病院・４Ｆ 成田国際ホール
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成田祇園祭は、成田山新勝寺のご本尊不動明王の本地仏である奥之院に奉安された「大日如来」に五穀

豊穣・万民豊楽・町内安全を祈願する「成田山祇園会」と、成田山周辺の町内が一体となり行われる「成田

祇園祭」があり、約 300年の歴史があります。 

成田祇園祭は、成田山祇園会期間中（令和 8年は 7月 7日～12日）の金・土・日の 3日間（令和 8年は

10日～12日）に開催され、成田の街はお祭りムード一色に染まります。成田山の御輿と豪華絢爛な山車・

屋台が賑やかなお囃子の音色や威勢の良い掛け声と共に、成田山へ続く参道を中心に巡行します。 

本年の当番町は田町、警護は東町です。 【お問合せ先】 （一社）成田市観光協会 TEL 0476-22-2102 

★成 田 祇 園 祭 み ど こ ろ ★ 
10日（金）◆13：30～安全祈願、鏡開き、山車・屋台競演（総踊り） 【成田山大本堂前】 

11日（土）◆ 9：00～山車・屋台競演（総踊り） 【JR成田駅前広場】 

12日（日）◆13：00～山車・屋台総引き  【門前～薬師堂】 

17：00～山車・屋台競演（総踊り） 【成田山大本堂前】 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 成 田 山 祇 園 会 ★ 
◆成田山奥之院特別開扉 【光明堂裏】 

7日（火）～9日（木） 5：30～16：00 光明堂の後方にある奥之院の 

洞窟が特別に開扉され、ご本尊 

大日如来をお参りすることができ

ます。 

10日（金） 5：30～20：00 

11日（土）～12日（日） 

 

5：30～22：00 
（時間は情勢による） 

◆天 国 宝 剣 加 持 【光明堂】 
7日（火）～12日（日） 8：00～16：00 

成田山開山の祖、寛朝大僧正が、朱雀天皇より授かった天国
あまくにの

宝剣
ほうけん

。 

金襴の袋に納められた宝剣が、僧侶の手によって参詣者の身体にお加持され、 

無病息災を祈願します。霊験あらたかな成田山第一の霊宝に直接触れる機会は、祇園会の期間のみと 

なります。 【お問合せ先】成田山新勝寺 TEL 0476-22-2111 （8：00～16：00） 



成田山書道美術館 「読んで、観る」  

文字を素材とする書作品は、多くの意味内容が表現されている。書き手自身の言葉や自詠の歌、好む文

字や内容に共感する詩や歌など、選文は書き手の人間性が如実に現れる。一点ずつ内容を読みながら作

品鑑賞を楽しんでいただく展覧会。 

【日 時】 ６月２３日（火）～８月９日（日） 

【休館日】 月曜日（月曜日が休日の場合は開館し、翌日休館。）  

【お問合せ先】 成田山書道美術館 TEL ０４７６-２４-０７７４ 

千葉県立房総のむら 【実演】機の手仕事  

糸染めから布を織り上げるまでの様々な工程を実演します。日によって実演内容や場所は変わります。

主に木綿を使用します。 

【日  時】 ７月５日(日）１１時～１２時/１３時１５分～１５時１５分 【実施場所】 下総の農家 機小屋 

【開館時間】 ９時～１６時３０分  【休館日】 月曜日（月曜日が休日の場合は開館し、翌日休館。） 

※７月１日(水)から、「夏休み体験」の予約受付を開始いたします。 

【お問合せ先】 千葉県立房総のむら TEL ０４７６-９５-３３３３ 

成田祇園祭あれこれ 

成田祇園祭は、成田山新勝寺のご本尊「不動明王」の本地仏である「奥之院 大日如来」の祭礼である、

成田山祇園会にちなみ開催されてきました。 

成田山祇園会は、享保 6年（1721）には既に行われており、約 300年の歴史があります。当初は、成田

山で管理する湯殿山権現社を中心とする祭礼として執り行われていました。湯殿山権現社とは、現在の JR

成田駅参道口（東口）交番の脇にある権現山と呼ばれる広場の一角にある小さな祠のことで、遠く山形県

にある出羽三山の一つである湯殿山の流れをくんでいます。祇園祭初日の夜、御輿が権現社を御旅所とし

て一泊します。翌朝、御輿とすべての山車・屋台が権現社に集合して総踊りが行われます。この催しは、祇

園会が古くは湯殿山の祭礼として執り行われていた故事にちなんでいます。 

そして、時代の変遷とともに大日如来の祭礼へと移り、古くは大日如来のご尊体を捧げ持ち、各町内を渡

御していました。今日では、成田祇園祭が開催される 3日間、大日如来をご尊体とした成田山の御輿の渡

御と併せて、成田山とその周辺の 9町内、合計 10台の豪華絢爛な山車・屋台が、賑やかなお囃子の音色

や威勢の良い掛け声とともに、成田山へと続く参道を中心に巡行します。 

成田祇園祭の期間中、成田の街はお祭りムード一色に染まり、若者達の掛け声と熱気に包まれます。成

田祇園祭の特徴は、お囃子にあり！江戸の祭りで奏でられる江戸囃子と、千葉県の佐原（香取市）の祭り

で奏でられる佐原囃子の両方が演奏されます。 

ひとつの祭りに異なる囃子が演奏されるのは全国的にも非常に珍しいということであり、日本三大囃子の

うちの江戸囃子と佐原囃子の音色を一度に楽しめるのも成田祇園祭ならではといえるでしょう。江戸囃子と

佐原囃子は、楽器の編成や曲調が異なるので、聞けばすぐに違いが分かるはずです。坂を駆け上がる時

は威勢よく、下る時はゆったりと、山車の運行に合わせた曲目が演奏され、祭りに華をそえます。山車がす

れ違うときに繰り広げられるお囃子の競演も面白いですよ！   

「お祭りが終わったその日から、来年

のお祭りの日までの日数を数えて待つ」

なんて言われているほど、成田の人達は

お祭り好き。山車・屋台を出す町内の人

たちにとって祭りは生きる張り合いで、心

のよりどころになっています。 

成田には昔ながらの風景を残した素

晴らしい街並みがありますが、風景だけ

でなく、人々の中にもしっかりと歴史や文

化が受け継がれているのです。 
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